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職
を
退
い
て
15

年
。
縁
あ
っ
て
碩

心
会
に
入
会
さ
せ

て
頂
き
10
年
、
多

く
の
知
己
を
得
る

こ
と
が
出
来
た
。

取
っ
た
一
通
の
賀
状
に
引
用
さ
れ
た
詩
句
に
感
銘
し
、

初
め
て
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」
の
一
節
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
幻
の
詩
人
と
言
わ
れ
て
い
た
、

こ
の
作
者
の
実
像
と
原
書
そ
の
伝
播
を
求
め
て
、
共
著

者
と
辿
っ
た
足
跡
を
纏
め
た
書
で
あ
る
。（
詩
も
共
著

者
訳
）

　
歳
月
は
皮
膚
に
し
わ
を
増
す
が
、
情
熱
を
失
え
ば
心

は
し
ぼ
む
。
と
続
く
。
こ
の
詩
は
岡
田
善
夫
氏
に
よ
り

古
語
体
で
邦
訳
さ
れ
、
本
会
に
お
け
る
師
範
の
課
題
吟

と
な
っ
て
い
る
。

　

伝
播
の
過
程
で
原
書
も
多
少
異
な
り
、
ま
た
翻
訳
者

に
よ
っ
て
も
違
い
は
あ
る
が
、
戦
後
多
く
の
経
営
者
に

愛
さ
れ
、
こ
ぞ
っ
て
金
科
玉
条
の
如
く
仰
い
だ
詩
句
で

あ
り
、
か
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
議
会
に
お
い
て
演

説
さ
れ
た
「
老
兵
は
死
な
ず
・
・
・
」
の
中
で
引
用
さ

れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
語
訳
に
し
て
、
僅
か
20
行
ほ
ど
で
は
あ
る
が
、

経
営
者
の
み
な
ら
ず
、
我
々
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に

も
十
分
示
唆
に
富
ん
だ
詩
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

　

こ
の
詩
に
謳
う
心
の
持
ち
方
、
た
く
ま
し
い
意
志
・

ゆ
た
か
な
想
像
力
・
炎
え
る
情
熱
、
不
可
能
と
思
い
つ

　

そ
れ
ぞ
れ
、
詩
吟
を
生
涯
の
趣
味
の
一
つ
と
し
て
、

情
熱
を
傾
け
充
実
し
た
人
生
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
々

に
接
し
、
羨
ま
し
く
さ
え
感
じ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

何
故
か
？ 

そ
の
鍵
と
も
言
え
る
一
篇
の
詩
が
脳
裡

に
浮
か
ん
だ
。
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
書
店
で
目
に
留
ま
っ

た
「
青
春
と
い
う
名
の
詩
」（
宇
野
収
・
作
山
宗
久
共
著
）

だ
っ
た
。
ブ
ッ
ク
・
カ
バ
ー
の
文
言
、

　〝
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
で
は
な
く
、
心
の
持

ち
か
た
を
言
う
。・
・
・ 

年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老

い
な
い
。
理
想
を
失
う
と
き
初
め
て
老
い
る
。〟

に
惹
か
れ
求
め
た
の
は
、30
年
近
く
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
本
は
詩
集
で
は
な
く
、
共
著
者
の
一
人
が
受
け
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   「
青
春
」
の
詩
に
学
ぶ

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

監
事　

山
﨑 

勝
風

つ
も
心
に
刻
み
、
残
り
少
な
い
余
生
を
謳
歌
し
た
い
と

思
う
昨
今
で
あ
る
。

少
年
（
３
名
）

　

209
重
田
す
ず
（
小
10
級
）　

205
澤
木
翔
太
（
小
４
級
）

　

146
吉
田
朋
之
進
（
小
初
段
）

初
段
（
７
名
）

　

199
北
村
淑
子　
　

202
日
比
直
廣　
　

203
宗
助
麗
子　

　

204
田
中
友
子　
　

206
八
木
澤
一
臣　

207
小
峰
昭
子　

　

208
小
峰
八
重
子　

二
段
（
５
名
）

　

188
吉
村　

健　
　

193
藤
井
チ
ト
セ　

197
山
藤
英
明　

　

200
平
泉
忠
廣　
　

201
藏
重
八
千
代　

初
伝
（
６
名
）

　

177
山
崎
清
泉　
　

187
吉
田
枯
泉　
　

189
岩
田
維
泉　

　

191
遠
藤
千
泉　
　

194
後
藤
節
泉　
　

195
増
田
悦
泉

三
段
（
６
名
）

　

179
作
山
光
泉　
　

180
金
子
笑
泉　
　

182
小
林
文
泉　

　

183
清
水
翠
泉　
　

184
北
本
綾
泉　
　

185
中
谷
惠
泉

中
伝
（
６
名
）

　

158
馬
場
奎
山　
　

159
中
島
千
山　
　

160
井
上
裕
山　

昇
伝
段
位
認
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
28
年
10
月
１
日
付
）

功
労
者
の
部 

加
藤 

岳
美

壽
九
十
歳
の
部 

森
合 

磐
岳

平
成
28
年
度
功
労
者
表
彰
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お
お
よ
そ
、
詩
吟
と
関
係
の
な
い
私
が
、
詩
吟
に
の

め
り
込
ん
だ
の
は
、今
考
え
る
と
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

一
寸
仕
事
帰
り
、
疲
れ
休
み
に
友
人
達
と
一
杯
飲
む
お

店
が
あ
り
、
２
階
で
、
滝
の
坂
支
部
の
蒲
田
教
場
と
し

て
、
行
谷
師
匠
が
詩
吟
を
教
え
始
め
た
の
で
、
一
緒
に

や
ろ
う
と
兄
弟
子
か
ら
誘
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、
当

初
は
大
変
、
師
匠
も
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
何
分

に
も
夜
８
時
頃
に
な
る
と
、
１
階
か
ら
何
と
も
言
え
な

い
匂
い
が
し
て
、
落
ち
着
き
が
無
く
な
っ
た
の
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

文
学
的
素
養
も
無
く
、
音
痴
に
近
い
私
に
教
え
る
の

で
す
か
ら
、
こ
ん
な
私
で
も
、
周
り
の
弟
子
達
が
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
何
と
か
置
い
て
行
か
れ
な

い
よ
う
に
練
習
に
励
み
ま
し
た
。（
や
は
り
継
続
は
力

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
）、
お
陰
で
ト
コ
ロ
テ
ン
式
と
は

言
え
、
下
岳
が
受
審
出
来
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
と

言
う
の
も
、
仲
間
の
杖
に
す
が
り
、
初
段
か
ら
初
伝
、

中
伝
、
奥
伝
そ
し
て
皆
伝
と
、
学
校
と
同
じ
で
、
小
中

高
大
と
登
り
、
や
っ
と
社
会
人
の
仲
間
に
成
れ
た
感
じ

で
す
。

　

声
力
と
音
調
の
悪
い
私
の
不
足
を
、
詩
吟
の
心
を
養

い
、
文
学
的
背
景
の
理
解
に
努
め
、
吟
力
の
向
上
の
た

め
研
鑽
に
励
ん
で
行
き
た
い
も
の
と
考
え
て
居
り
ま

す
。
兎
に
角
も
、
我
が
酔
吟
支
部
は
、
明
る
く
、
ま
た
、

一
人
ひ
と
り
、
若
々
し
く
前
向
き
な
仲
間
達
で
、
そ
の

上
素
晴
ら
し
い
師
匠
の
も
と
で
、
指
導
を
受
け
た
お
陰

行
事
予
定

碩
心
会
初
吟
会

　

日
時　

１
月
14
日
（
土
）
開
会
10
時
15
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

全
国
認
可
団
体
代
表
吟
道
大
会

　

日
時　

３
月
12
日
（
日
）

　

場
所　

日
経
ホ
ー
ル

第
５
回
尚
歯
会
全
国
吟
道
大
会

　

日
時　

３
月
23
日
（
木
）

　

場
所　

 

日
本
教
育
会
館

春
季
審
査
会

　

日
時　

４
月
１
日
（
土
）　

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

碩
心
会
創
立
80
周
年
記
念
吟
詠
大
会

　

日
時　

５
月
21
日
（
日
）
開
会
10
時

　

場
所　

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ 

な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

　

161
野
村
京
山　
　

163
弦
巻
康
山　
　

164
鈴
木
実
山

六
段
（
３
名
）

　

141
加
藤
典
山　
　

142
田
嶋
明
山　
　

143
亀
井
水
山

奥
伝
（
３
名
）

　

130
高
橋
禮
風　
　

131
中
山
辰
風　
　

132
村
上
遥
風

七
段
（
４
名
）

　

117
今
原
幸
風　
　

118
新
田
香
風　
　

119
畠
中
潤
風

　

120
矢
嶋
敏
風

八
段
（
６
名
）

　

106
岡
田
麗
風　
　

107
山
下
信
風　
　

109
田
中
容
風

　

111
歌
代
宗
風　
　

112
品
川
榮
風　
　

113
井
上
茗
風

  

詩
吟
と
私
（
下
岳
を
受
審
し
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酔
吟
支
部　

佐
藤 

夫
岳

で
受
審
で
き
ま
し
た
。〝
感
謝
、
感
謝
〟
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
れ
で
秋
の
一
夜
、
杯
に
映
る
月
も
楽
し
み
に

な
り
ま
す
。

  

第
７
回
尚
歯
会
神
奈
川
吟
詠
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渚
支
部　

清
水 

翠
泉

　

蝉
し
ぐ
れ
の
桜
山
に
伊
藤
岳
光
先
生
（
広
報
部
長
）

か
ら
の
お
電
話
で
「
尚
歯
会
」
参
加
の
感
想
文
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
折
、「
尚
歯
会
」
は
唐
の
詩
人
・

白
居
易
（
白
楽
天
）
に
由
来
す
る
命
名
の
由
緒
あ
る
大

会
で
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
忍
び
寄
る
老
い
を
感
じ
な

が
ら
の
昨
今
、
初
め
て
尚
歯
会
の
「
会
員
吟
詠
」
の
女

性
合
吟
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

翌
日
、
早
朝
に
目
が
覚
め
、
昨
日
の
大
会
を
思
い
返

し
ま
し
た
。
そ
の

日
、
開
会
と
同
時

に
ホ
ー
ル
は
気
持

ち
の
引
き
締
ま
っ

た
空
間
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
進
む
に
つ

れ
て
男
性
も
女
性

も
共
に
何
か
が
違

う
、
と
思
っ
た
の

は
吟
の
情
感
が

─
、
声
に
力
が

─
、
足
取
り
は
自

身
に
満
ち
て
─
、

こ
れ
は
戦
後
の
日

平成 28 年９月６日（火）神奈川公会堂
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午
前
中
は
薄
曇
、
午
後
に
は
青
空
が
広
が
っ
て
、
吟

行
会
日
和
。
総
勢
42
名
。

　

上
山
口
小
学
校
バ
ス
停
か
ら
、
上
山
口
会
館
に
入
る

道
を
間
違
え
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
て
、
到
着
。

　

会
館
で
は
、「
葉
山
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
」
の
説
明
を

い
た
だ
く
。
昭
和
30
年
頃
ま
で
、
ど
こ
で
も
見
ら
れ
た

懐
か
し
い
農
村
風
景
を
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
行
き

た
い
と
の
話
に
納
得
。
全
員
で
敬
意
を
表
し
て
、「
葉

山
八
景
」
を
元
気
に
合
吟
。

　

会
館
前
に
広
が
る
稲
刈
り
の
済
ん
だ
千
枚
田
を
見
な

が
ら
、
ロ
フ
ォ
ス
湘
南
に
移
動
、
和
食
弁
当
の
昼
食
。

眼
前
に
山
並
み
が
広
が
る
気
持
ち
の
良
い
ひ
と
と
き
。

　

ロ
フ
ォ
ス
湘
南
か
ら
坂
道
を
上
が
っ
て
、
国
際
村
の

頂
上
に
至
る
と
、「
森
と
畑
の
学
校
」
農
園
の
大
き
な

看
板
。
左
に
坂
道
を
下
る
と
す
ぐ
に
到
着
。

　

ま
ず
、
碩
心
会
の
詩
、
富
士
山
を
大
合
吟
。

　

園
代
表
の
伊
藤
さ
ん
の
案
内
に
よ
り
、園
内
を
一
巡
。

　

園
内
の
一
部
が
開
墾
さ
れ
て
お
り
、
畑
の
方
は
夏
野

菜
が
終
わ
り
、
冬
野
菜
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
期
。
野

  

神
静
地
区
吟
道
講
座　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
色
支
部　

小
菅 

岳
倖

　

９
月
18
日
（
日
）
日
本
詩
吟
学
院
主
催
の
標
記
講
座

が
、
三
島
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
年
１
回
の

こ
の
講
座
に
碩
心
会
か
ら
13
名
出
席
。

　

第
１
講
は
正
岡
子
規
の
「
五
月
廿
一
日
朝
、
雨
中

庭
前
の
松
を
見
て
作
る
」。
講
師
は
、
さ
が
み
岳
風
会

の
市
川
岳
弘
先
生
。
子
規
の
略
歴
を
詳
し
く
説
明
さ

れ
、
和
歌
の
柔
ら
か
い
響
き
が
出
る
よ
う
繰
り
返
し
吟

じ
た
。
第
２
講
は
岑
參
の
「
奉
和
中
書
舎
人
賈
至
早
朝

大
明
宮
」。
沖
縄
県
の
榮
岳
蓉
先
生
の
講
義
。
表
現
の

仕
方
は
「
①
言
葉
の
工
夫 

②
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
」
が

必
要
で
あ
る
。「
美
し
い
言
葉
か
ら
美
し
い
吟
が
生
ま

れ
る
」
と
説
明
あ
り
。
先
生
の
吟
は
将
に
歯
切
れ
の
良

い
言
葉
、
詩
情
豊
か
な
表
現
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
講

義
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
第
３
講
は
、
蘇
軾
の

「
中
秋
月
」。静
岡
葵
岳
風
会
の
澤
田
岳
翔
先
生
が
指
導
。

中
秋
の
月
に
関
す
る
テ
ー
プ
の
紹
介
と
歌
で
講
義
に
変

化
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
第
４
講
は
、李
白
の「
秋

登
宣
城
謝
眺
北
樓
」。
日
本
詩
吟
学
院
参
与
の
高
橋
岳

鶯
先
生
（
北
海
道
在
住
）
の
講
義
。「
・
・
を
」
の
発

声
を
大
事
に
す
る
よ
う
強
調
。
第
５
講
は
、
齋
藤
茂
吉

の
連
作
短
歌
「
死
に
た
ま
ふ
母
」。
日
本
詩
吟
学
院
副

理
事
長
の
田
邊
岳
璋
先
生
の
講
義
。
言
葉
の
細
か
い
説

明
を
受
け
て
吟
じ
る
と
母
へ
の
鎮
魂
が
感
じ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
受
講
者
代
表
が
謝
辞
を
述
べ
、
実
り
あ
る
一

　

久
方
ぶ
り
の
吟
行
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

真
澄
支
部　

村
上 

遥
風

★
参
加
者
の
声

◇
秋
晴
れ
の
一
日
、
久
し
ぶ
り
の
吟
行
会
に
参
加
。
今

　

や
葉
山
の
レ
ガ
シ
ー
的
な
屏
風
絵
や
、
お
い
し
い　

本
を
生
き
た
人
た
ち
の
雄お
た
け叫
び
な
の
で
は
、
ま
さ
に
尚

歯
の
精
神
と
思
い
感
動
し
ま
し
た
。「
90
歳
以
上
の
部
」

に
出
場
さ
れ
た
碩
心
会
の
森
合
磐
岳
さ
ん
、
佐
久
間
岳

爽
さ
ん
の
味
わ
い
の
あ
る
吟
詠
披
露
に
満
場
は
拍
手
喝

采
。
充
実
し
た
一
日
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
楽
し
く
、
一
層
「
吟
道
」
に
精
進
致
し
ま
す
。

　

ン
！
蜩ひ
ぐ
ら
しが
鳴
い
て
い
ま
す
。心
に
沁
み
る
声
で
す
。

菜
は
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
出
荷
さ
れ
、
あ
の
セ
イ
タ
カ
ア

ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
花
が
、
料
理
の
飾
り
用
に
使
わ
れ
て
い

る
と
の
説
明
に
、
ビ
ッ
ク
リ
。

　

先
ほ
ど
皆
で
掘
っ
た
落
花
生
が
、
早
速
、
茹
で
ら
れ

て
、
い
つ
も
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
は
違
う
味
を
堪
能
。
以

上
、
参
加
者
全
員
が
楽
し
ん
だ
一
日
で
し
た
。

　

ラ
ン
チ
、
農
場
体
験
な
ど

　

自
然
の
中
で
満
喫
し
ま
し

　

た
。（
渚
支
部　

照
沼 

夏
風
）

◇
上
山
口
会
館
は
立
派
で
設

　

備
も
良
く
「
葉
山
ふ
る
さ

　

と
絵
屏
風
」
の
見
学
、
説

　

明
に
感
動
！ 

素
晴
ら
し

　

い
良
き
一
日
で
し
た
。 

　
（
一
色
支
部  

角
田 

岳
久
）

◇
昭
和
30
年
頃
の
上
山
口
の

　

四
季
を
絵
屏
風
に
し
、
制

　

作
責
任
者
の
岩
澤
さ
ん
よ

　

り
、
古
里
に
思
い
を
込
め

　

た
説
明
を
お
聞
き
し
ま
し

　

た
。（
相
洋
支
部  

西
岡 

岳
清
）

◇
絵
屏
風
、
里
山
の
棚
田
。

　

そ
し
て
新
し
い
農
業
を
目

　

指
す
農
園
。
身
近
な
葉
山

　

で
力
を
尽
く
さ
れ
て
い
る

　

方
々
に
触
れ
、
計
画
実
施

　

を
担
当
さ
れ
た
企
画
部
の
ご
尽
力
に
感
謝
の
一
日
で

　

し
た
。 

（
広
報
部　

森 

晶
風
）

平成 28 年 10 月 19 日（水）　葉山ふるさと絵屏風を背にして（写真提供：鈴木康風氏）
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平
成
28
年
新
総
伝
者
（
５
名
）

篁
風
支
部
　
髙
見 

岳
湘

　

こ
の
度
、
総
伝
に
推
挙
し
て
頂

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
良

き
師
・
先
生
方
・
会
員
皆
様
に

28 年 11 月現在 会員数
 逗子地区 １１２名
 葉山地区 ８１名
 合　　計 １９３名

　

今
号
の
ト
ッ
プ
記
事
で
山
﨑
監
事
が
書
か
れ
て
い

る
「
青
春
」
と
い
う
詩
。
吟
詠
教
本
俳
句
・
俳
文
・・・

近
代
詩
篇
127
頁
に
載
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
吟
じ
て
み

編

集

後

記

て
下
さ
い
。
元
気
と
勇
気
が

も
ら
え
ま
す
。

　

今
年
の
秋
は
短
か
っ
た
で

す
ね
。
そ
れ
で
も
錦
色
の
世

界
は
北
日
本
か
ら
東
や
西
日

本
へ
南
下
中
、
近
く
の
山
々

の
紅
葉
は
何
時
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。

会　員　の　う　ご　き
＊入会（９月 1 日付）
　 141   山

やまかわ
川 蒼

そうせん
泉（転籍→渚）鎌倉市玉縄

　 184 桑
くわばら

原 昭
しょうたろう

太郎（渚）逗子市久木
 ＊入会（10 月 1 日付）
　 189  鈴

す ず き
木 義

よしたか
崇（東伏見）葉山町堀内

　 190  安
あんざい

西 信
のぶゆき

行（悠々）相模原市緑区
　 191  野

の づ
津 英

ひ で お
夫（悠々）相模原市緑区

　  紹介者（２名共）　有友嘉岳
 ＊入会（11 月 1 日付）
　 192  井

いのうえ
上 君

き み え
枝（滝の坂）横須賀市湘南国際村

　 193  大
だいもん

門 鋼
こうさく

作（滝の坂）横須賀市湘南国際村
　 194  村

むらかみ
上 日

ひ で こ
出子（滝の坂）横須賀市湘南国際村

　  紹介者（３名共）　小泉貴岳
 ＊退会 （旧会員名簿による）
　 17 宇都宮岳徳（松和）死亡
 115 一戸　静（悠吟）
 140 泉谷鐵雄（篁風）
 ＊やよい支部より教場変更のお知らせ
 　10 月より逗子文化プラザ３Ｆとなりました。

恵
ま
れ
今
日
に
至
り
ま
し
た
が
、
総
伝
と
な
っ
た
機
会
に
、

今
迄
以
上
に
誠
実
に
、
明
る
く
、
与
え
ら
れ
た
業
務
を
着

実
に
遂
行
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
詩
吟
は
今
で
は

身
体
の
一
部
分
で
、
毎
日
詩
吟
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

健
康
を
維
持
し
気
力
と
知
識
を
養
う
こ
と
が
で
き
、
今
後

も
詩
吟
に
感
謝
し
な
が
ら
過
ご
し
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

紫
陽
花
支
部
　
曽
村 

岳
静　
　

こ
の
度
は
総
伝
位
を
頂
き
ま
し
て

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思
え
ば
故
矢
嶋
岳
悦
先
生
に
ご
指

導
頂
き
、
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ

日
は
終
わ
っ
た
。

篁
風
支
部
　
髙
見 

岳
明

　

こ
の
度
は
、
総
伝
に
推
挙
し
て

頂
き
、
先
生
方
、
諸
先
輩
、
会
員

皆
様
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
趣
味
と
し
て
入
っ
た
世
界
も
、
も
う
人
生
の
四
半
期

が
過
ぎ
、詩
吟
の
奥
深
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。「
詩

の
心
を
音
に
表
す
」
本
当
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
詩
吟
は

人
世
の
あ
り
方
、
生
き
方
を
教
え
て
く
れ
る
様
に
思
い
ま

す
。
未
熟
な
自
分
で
す
が
、
健
康
に
気
を
つ
け
総
伝
と
し

て
恥
じ
な
い
よ
う
明
る
く
努
力
し
、
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

た
と
き
詩
吟
は
や
め
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
７
年
後
お
誘
い
を
受
け
紫
陽
花

支
部
に
再
入
会
し
ま
し
た
。
吟
は
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
安
心
し
て
聞
い

て
頂
け
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

紫
陽
花
支
部
　
矢
島 
岳
綾　
　
　

こ
の
度
は
、
総
伝
に
推
薦
し
て
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
ま
で

紫
陽
花
支
部
　
矢
嶋 

岳
合

　

こ
の
度
は
、
総
伝
位
を
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
故
矢
嶋
岳

悦
先
生
よ
り
お
誘
い
を
頂
き
ま
し

た
が
当
時
私
は
仕
事
を
し
て
お
り
、
躊
躇
し
ま
し
た
が
お

仲
間
に
入
れ
て
頂
き
25
年
、
よ
く
続
い
た
と
感
無
量
で
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
諸
先
生
方
、
吟
友
の
皆
様
の
お
か
げ
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
、詩
の
心
を
少
し
で
も
理
解
し
、

身
体
の
許
す
限
り
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
指
導
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

篁
風
支
部
（
髙
見
岳
湘
・
髙
見
岳
明
）　

紫
陽
花
支
部 （
曽
村
岳
静
・
矢
島
岳
綾
・
矢
嶋
岳
合
）

詩
吟
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
先
生
方
や
教
室
の
仲
間
、

そ
し
て
何
よ
り
も
家
族
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思

い
ま
す
。
今
は
亡
き
矢
嶋
先
生
、
杉
山
先
生
、
根
岸
先
生

と
３
人
の
先
生
方
に
師
事
で
き
た
こ
と
は
幸
福
な
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
更

な
る
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


